
様式１（高等学校）

【高等学校用】

令和４年度学校評価 計画

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標（数値目標）

○自発的学習習慣の定着と宅
習の充実

○進路希望の確定率９０％以上を達成する。
○家庭学習時間３時間以上を確保する。
○３点固定（起床・就寝・学習開始時間）を確
立する。

・目標設定に係るアンケートの実施。
・Ｃｌａｓｓｉで家庭学習時間を把握し、適切に指導を行う。
・学習指導をとおして、予習→授業→復習のサイクルの確立を
図る。

○基礎学力の向上と応用力の
向上

○授業をとおして学力が向上したと感じる生
徒９０％以上。

・基礎学力の定着を図るための小テストや定期考査に向けて計
画的な学習指導を実施する。
・授業アンケート等をとおして、生徒の学習意識を把握・分析す
る。
・展開授業や少人数授業を実施し、個々に応じた指導の充実を
図る。
・定期考査前に学習会を実施する。●生徒が、自他の生命を尊重

する心、他者への思いやりや社
会性、倫理観や正義感、感動す
る心など、豊かな心を身に付け
る教育活動

○学年や個人でのボランティア活動への参加
率１００％を達成する。
○図書室の貸出冊数を一人１０冊以上にす
る。

・読書啓発活動の実施。
・主権者教育に係る講演会を実施し、社会を構成する一員であ
るという意識を醸成する。
・日々の交通指導、挨拶指導、清掃活動をとおして、公共心を養
う。

●いじめの早期発見、早期対応
体制の充実

○いじめ重大事案の件数０を目指す。
○いじめ問題の解消率１００％を達成する。

・アンケート(年２回)の実施。
・週１回程度の生徒指導部会を行い、生徒の実態を継続的に把
握する。
・問題が発生した場合は、生徒指導、学年団、教育相談などが
連携し、組織的に対応する。

○人権･同和教育の推進

○人権･同和問題に対して主体的に理解しよ
うとする生徒、教職員を１００％とし、問題に対
する意識向上を図る。

・人権･同和教育に係るホームルーム活動を学年ごとにテーマ
を設定して実施する。
・教職員及び生徒を対象とした人権･同和教育に係る講演会を
実施する。

●望ましい食習慣と食の自己管
理能力の育成

○朝食喫食率を９５％にする。
●「健康に食事は大切である」と考える生徒を
１００％にする。
○特に受験期における飲食物摂取の過多・過
少に気を配り、自ら食生活を管理できる態度
を養う。

・「保健だより」などを活用し、朝食の重要性を伝え、生徒の意識
を高める。
・個々の生徒について、職員間で情報交換を行い、必要に応じ
て生徒や保護者に対し相談・アドバイスを行う。

○部活動（社会体育を含む）や
課外活動への意欲的な参加

○部活動（社会体育を含む）への加入率を９
０％以上にする。
○部活動計画に基づく休養日の実施率を１０
０％にする。

・部活動体験入部期間を設けるなど加入を促進する。
・ボランティア等の課外活動への参加を促す。
・年間部活動計画を策定し、保護者や生徒にもＨＰ等を通じて周
知する。
・部活動休養日を計画的に設定する。

●業務効率化の推進と時間外
勤務時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時
間の上限を遵守する。

・週1日は定時退勤日を設定する。
・業務記録を各週ごとに確認し、職員の時間外在校等時間の自
己管理を徹底する。
・会議や行事の縮減と業務の効率化を図る。
・部活動指導は年間計画に基づき行い、休養日を適切に設定
する。

○教職員間の信頼・連携の強
化と働きやすい職場づくり

○「働きやすい職場である」と考える職員が９
０％以上。

・職員アンケート(年1回）の実施。
・ハラスメント研修(年3回)の実施。
・月1回のゼロの日を設定し、教育公務員としての自覚を再確認
する。
・校内での職員の相談体制の周知徹底。
・衛生委員会の充実。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標（数値目標）

○教育の質の向上

〇主体的な学びを重視した授
業の推進
〇ＩＣＴ利活用教育の推進
〇大学入試を見据えた指導の
充実

〇意欲的、主体的に生徒が取り組めるよう授
業改善を進めた教員１００％。
〇ＩＣＴ利活用教育に取り組んだ教員１００％。
〇大学入試を見据えた効果的な授業のあり
方について各教科で研究協議し、指導力を高
める。

・毎月１回公開授業を実施し、指導力の向上を図る。
・ＩＣＴを利活用した授業を実施する。
・入試問題の分析をし、それを踏まえた校内テストの作問を行
う。
・生徒による授業評価を実施し、その結果に基づいて、授業の
改善を図る。

◎志を高める教育

★ＳＳＨ事業の活用
◎主体的に行動する姿勢と自
律心の養成

○課題研究・探究活動をとおして、実験や調
査等での試行錯誤をもとに教訓を作り、主体
的に学びに活用した経験のある生徒を８０％
以上にする。

・課題研究・探究活動において、「試行錯誤から学ぶ力」や「協
働的に取り組む姿勢」の育成につながる指導法の開発に取り組
む。

★普通科教育の充実
★理数科教育の充実

★国際的な視野と高いコミュニ
ケーション能力の育成
★科学技術の発展や情報化社
会に寄与できる人材の育成

○英語の外部検定試験を受験する生徒１０
０％、英検2級取得率８０％を目指す。
○学習用PC等のICTツールを使い、自らの考
えをまとめ、プレゼンテーションできる生徒を１
００％にする。

・全職員が共通理解のもと、生徒に主体的な学びや学問の深さ
について啓発する。
・普通科１年生と２年生で探究活動を行い、発表会を実施する。
・理数科２年生で課題研究を行い、中間発表会及び発表会を実
施する。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり（高等学校のみ）

３　本年度の重点目標

重点取組
具体的取組

重点取組
具体的取組

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

①授業・部活動・学校行事等をとおして、「知・徳・体」のバランスをとれた若者を育成する。

②学校生活や様々な活動をとおして、「生徒の生きる力（自ら判断し、適切に行動する力・困難に打ち勝つ力）」を醸成する。

③高い志をもち、主体的に進路目標を定め、その実現に向け、生徒が学習に精力的に取り組み、教職員が的確な指導・支援を行う。

④教職員にとって働きやすくてやりがいを感じる職場づくりと、１ヶ月の時間外在校等時間を４５時間以内とする働き方改革を推進

する。

学校名 佐賀県立致遠館高等学校

・学校の教育目標に基づいた本年度の重点目標は概ね達成できているといえる。
・次年度に向けて、本年の取組をさらに深化させ、「知・徳・体」の充実に向けた教育活動を展開していきたい。
・本年度の課題を精査し、各種業務を精選・改善することで、行き届いた教育活動につなげたい。また、働きやすい職場づくりや働き方改革を推
進する。

１　前年度

　　評価結果の概要

２　学校教育目標 未来の創造と発展に力をつくす、豊かな人間性と進取の気性に富む若人を育てる。

●心の教育

●健康・体つくり

●業務改善・教職員の
働き方改革の推進


